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椿がし
第５２回通常総会が開催きれました
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会会
平成11年６月11日、第52回中標津町農協通常総会が寿宴を会場に、出

席組合員数229人､(本人出席152人、書面及び代理出席77人）で開催され
ました。

て司七に報司金２１Fの対一執区｜鵬ののけに’）えをるイドと年なH1二
審（『；9．対酬|凸1の業/ｋ照＋j・りの211と艀準九イドまこ表識、を変l几1わⅡ本
,液)１１コすの定賦計認表司遮りliilll兇な様111iぱいしの杉え先迎避）］れ－１－年
がＺｌＴ走る支交課IlliiL、、平めＩＩ２辿りになな|}|｝た表す、人えをのま周庇
行業款送給産及の識批成に原1又まごどら１１ビが彩る感・る辿組し年は
な風の,任Ｌ、のび設案益１‐よＩＥのし迷繁ず１１，式も謝光こ’）令た記述
わ程一慰ijii収徴定第計イドリ氏安た惑忙、を木終の状飛となｆｉｌｌ･念幡
れの部労案得収、二算座談、１１１゜を」り}膿六年丁でと連がが立こ表総
、一変金第、力議号１１１:』１７ユｌＦｉ１１ｌｉ稔かに作）ｊ度後し記・でら以れ彩会
こＩＭＩ史の六議法案司、業に懲氏け’1【業以はのた念ＵＭきも米は式に
』し変一、文号案Ｌ、節平刺ザ１１人のとるなや降腱ｊｍｏ１ｌＩ０Ｉ係た、、、Ｌ光
ら匹瀧給司第諜三成余〈ｌｆｌ）瀧輔な｝）－にＩｉｊｆｌヤを各こ今幾昭が立
縦Ｌ案Ｌ、過五葉号十金一｢W：、正二か、番設法総１１１１位と［｜多和とち
案に第１;ｉｆ任号節ヨー処、誠に０（で組草定の会是のに五のこり、
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え
て
○

ｒへ

るた頑旦の要本几’）きＡい案ご卜I’た梁を1１しこ命運のを
こめ童ゼテ承で米卜巻ｵﾘ「たの||卜が総JHL（ｲ《がをＡつ＋ｌ'テなたれの、な葱砺
とに、様認あで聞くしいあ代ノパ会ｉＷ、、し．け.嫌か゜か兄だか）Ｌね
を役こかをるあイド状いもるへ認のにそこて１さのしら’''２いしがま
改職れら頃これの況農のべのざ場よしオＬＩＵ「プせごべのしこくあし
めｊｉかのいとば節は業とき第れでるては全がてノiくつ〃なんつりた
てＩｌｉら負たを多１１激恭考姿－た企も何((Ⅱi体文い認フlfi］ど施フまが
砺なの託こノｋ〈で動本えを歩こ１１のよにが化たの’をに殿’し、
感る新とと知のあ変法まⅡとと‐でりｉｌ１ｊｌﾘＩ会だなズ′]くつのズたそ
さ鍔し、にの質る助なす指しに致す組ifYる館きかにすい取ドlli・の
ｵし力いかつう’1Ｍ総のど･してつの。今稀くのまでつこて１１卜、）な
るが１１Fかいえや金時、、、いな貝、－ｉｉｉｊＬ解いとは、命か
も必業るてで１１上のを我行今てかの111］変にた法てに、緋ので
の要.進Ｊ、全Ⅱ宅な迎々て後、で万、し移・のもをＪに側数
でで腿八糸Ⅱ識がかえをての斬全々ｌｌＭま鰭道組リハ！h1吋ミ多
しあのの合案必でる収ゆＪし談の係し新筋合まの諜返く

て
が
柵
場
一
致
で
水
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
女
細
谷
健
の
退
任
総
会
と

も
な
っ
た
水
総
会
は
組
合
災
が
附
会
と
離

任
挨
拶
を
述
べ
会
場
の
柚
下
を
も
っ
て

閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

へ
ｊ
Ｎ
の
総
会
に
向
け
て
地
区
別
懇
縦
全
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洲

答弁に立つ三友銅会長 議長の安田氏(左)、弾正原氏〈右） 受付を済ませて令塲へ

ｌ剛ざの腰組′卜ljlll1l1興協縦Ｍ１，ざＪＩ１ｌの農』ｊＬ１をて特
下へ以部秋へれ苑と小合検iWf槻公縦会女ｌｌＭＬ解進水協児さに、本別
蝋三上ｌＩ１１ｊＬｌる展′l：組功定膿ｉｌＬ、会、.W|弓標たと展細事ｌｉれ努地組功
ﾉﾘ１／〈フミ政jり１６に祇介労組へ孔「１１、ＩＩＩ部illトllljmとイヤ業光たノｊ域合労

弘聡人、雄以の〕ｒｌｉｌＩの者介ル牛標「'１襟、lllJ体ノノ′１２の協彦〃さ，１１＆の者
、花竹、」Z畝｜三役パ改１１１標ｉｌｋ１ｌｊ膿仁に活組力に九業役
久過「佐雁さにＬｉ永以｜良llIJiltl1'「標協k’よlf1I繊団対、のｊ１
我去１１藤任ノし鍔と年上利ｌｌｉｌ農llIj.農ｉｌｌｉｌｉしりlzlv1体し膿発と
典未「lf1lili過たノ』し在ノし川志ｌｊｌｌｌｌＨＬ脇1''「イ|：て水に体てＭｊ展し
ノミ受、腰占方さて職卜'１ポ１１会ｌＡｊＭＭｊｉｌｕＬ部授組努と授jiFとて
、ｒｔ礁、未にれ地役仲介、’卜て鈴１m、１Ｊ谷ノ」し’ｊ業農の
斉打兇竹受対、城員、［'１′１２ん蝶酪ｉｌ１さ迎さてざの協典
藤一村ｆ（ＬｊＩｌ１Ｌ農’'１標'>臘菜振腱標れＩ!↑北農れ述迎職
祈紫ilMi背て協業標１１k賑′[：興吋↑|上るに、光る斡営に
雌犬一授１Ｆのｉ:Ｉ上''１Ｊ興産対策''１Ｊも寄深紙６仁のあ

’ｊ業進乳農会振策協膿のｊｊい鴬のＭｆｌｉｌｉつ

た
□ 

創
立
五
十
周
年
記
念

表
彰
式
受
賞
者
（
敬
称
雌

'零ｈ

瀞
綴［1１て燐さ組ｌｉｋＩと組避、
‐’１１飯授、れ職勤合以ｌｔｉ成し１Ｗ|再合以蒋１１１
り）勝ｌｌｊ１ｊｌｉ：、輿続功」三木ｌ}’て菜組功’二行座
、￣佐さ業そと者労六忠授の介労ノＬ、和
''１，ilrれ苑のし￣者人雄武」ｊ－発の者人ｌｚ、
塚後、る鰹｣lMiてへ、、さ展職へ村人
Fll藤奥も仁務水現代ＩＪＩ九の興歴ｉｌｉｌｌｌ
勝［［野の文に年職野藤るたと代）上
之献桁に員’１iii松もめし参
以､隆さ励両=二義の攻て事,ｌ｣ﾘ1
1二代、れしり十、、献本一ｉｉｌｉ鈴
八興麻た、誠年灘三さ組他木
人誠郷〃水爽以ｌ{］浦北谷雄作
治地に組に上杯ilkたのｊ絆
、,'＆刈谷鋤永朗猯〃述
小Ｈリし述務年、に街波
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中
標
津
町
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協
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組
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代
表
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蛎
組
介
良
一
目
橋
勝
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JＡ中標津役員
．|届成l1fF6Il1lI1就iln新役員構成決定する

符常盤
皿

IMI 
1i0【農「鞭

節521111111標il1lⅡJ農M1辺flir総会において、任11I1iihlirにｲﾄう１１１１．１『の改

選が行なわれ、ＨＫＦ１Ｆ９人臘]!『３人の》!』進が決定いたしましたが、６

)'111111川iMの第４１１１]｣〔111ﾘﾄﾞ会において斬役１１|ｲ億Ilillが決定されましたの
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まを繁共げが漸皆た征あ
しｒｎｎｌｌに省ま｛Ⅱく様がこす’）私
たれ、激りす米で〃、のる、は

鐡騨嬢】
懸憾統裁力Ｗｉ鮠lMjl）

鰯|灘繼鰡：
蝋離崎齪魏

『

経
験
、
技
術
共
未
熟
な
私
に
対
し
、
多
く
し
て
、
ま
た
地
域
に
典
献
す
る
Ｊ
Ａ
と
し
唾

の
出
会
い
を
趣
し
て
諸
光
裁
、
仲
間
、
奥
て
ｎ
ら
変
雌
し
、
川
鮮
に
応
え
る
必
典
が
蕊

に
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら
批
正
な
助
一
．
一
一
回
、

あ
り
ま
す
。
地
後
に
な
り
ま
す
が
、
洲
而
・

指
導
を
撒
い
た
お
か
げ
で
今
の
私
が
あ
り
、
す
る
諜
趣
も
山
猿
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
・

経
衡
が
あ
る
と
満
々
感
謝
を
し
て
お
り
ま
か
く
１
後
の
農
協
蛎
業
推
進
に
あ
た
り
、
組
叩

す
。
ど
う
か
次
代
を
弧
う
後
継
者
の
儒
様
へ
Ⅲ
且
侍
様
に
対
し
誠
意
を
も
っ
て
対
処
し
託

に
も
、
私
同
様
す
ば
ら
し
い
出
会
い
が
多
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
衿
様
〃
の
ご
指
・

く
あ
り
ま
す
鍋
を
願
う
と
と
も
に
、
農
協
弊
、
ご
父
援
を
心
よ
り
お
願
い
巾
Ｌ
ｋ
げ
函

と
し
て
も
、
時
に
は
懇
切
丁
寧
に
、
時
に
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

は
放
し
く
対
応
す
る
鞭
も
あ
ろ
う
か
と
魁
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退
任
に
あ
た
り

前
細
谷
及
哩
聯
一
一
一
友
盛
行

す
。六
Ⅱ
よ
り
、
新
執
行
体
制
が
整
い
ま
し

た
の
で
、
従
前
以
ｋ
の
活
動
と
成
果
が
よ

り
期
待
さ
れ
ま
す
。
Ⅲ
執
行
部
に
も
堀
し

て
、
組
へ
日
以
、
職
虹
、
関
係
機
関
の
皆
様
方

の
ご
文
援
を
在
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
珈
で
は
あ
り
ま
す
が
、
六
年
間
、
ヒ

ト
川
を
越
す
、
細
く
、
災
Ⅱ
謎
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
敏
に
打
雛
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

稚
拙
な
雑
文
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
、
泓

口
身
も
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

腱
協
広
報
誌
の
交
換
に
よ
り
、
道
内
の
組

合
瞳
、
巡
合
会
、
道
、
農
水
省
の
〃
々
に

一生業ｉｌｌ所l1il雑て不社なルミるり雁でのを
'卜Ii4産こ、社得令法い、会云’）ると直成かす－舵腱
乳求方そ独会政|ｲｆでま１１iiiのうまくこ的熟ら。`_]ｒを翅
はぬり《がり全策で|,il:す環柵まずきる成を′[生害でⅥす

蝉溌iiU瀞

６
愛
読
荷
も
多
く
、
随
分
と
励
ま
さ
れ
業

し
た
。

Ａ
ｌ
川
は
、
は
か
ら
ず
も
退
任
に
関
し
て

の
誌
而
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
Ⅱ
誌

の
雌
終
禰
を
編
ん
で
み
ま
し
た
。

旅
Ⅱ
、
犬
候
を
思
い
や
り
、
天
気
下
繩

に
一
喜
『
愛
し
な
が
ら
鞭
を
執
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
年
も
、
へ
‐
川
も
、
今
Ⅱ
も

ま
た
、
篭
を
兄
な
が
ら
、
期
待
し
つ
つ
、

結
尉
は
根
室
陳
野
に
あ
る
こ
と
を
、
不
思

議
な
あ
き
ら
め
と
納
胖
を
し
つ
つ
農
に

桁
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
川
の
現
状
を
附
鰍
し
、
二
ト
ー
阯
紀

仮二町

と質ら・年たたに６か｡場にう弾のの産のす、、乳俊菜がいを、はillめですう

のしな活添え社まて弊ＪＩＬい【!（｜｛'１応すえし′lＺな将販は過りと
歌いがに六のまる公111:す’ｌｊ人そのう勝’'二ｌｚでがず′卜い野1膿傘く求売欄じ程まい
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地
域
交
流
の
畜
牛
品
評
会
開
朧
き
れ
る
。

を凝らしたゲームやアトラクション

各
地
区
の
畜
牛
品
評
会
が
五
月
三
十
一
日
、
俣
落
地
区
を
皮
切
り

に
六
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
品
評
会
は
、
乳
牛
改
良
、
地
域
の
牛
ま
つ
り
と
し
て
、
農
繁

期
前
の
地
域
交
流
、
親
睦
を
深
め
る
場
と
し
て
ゲ
ー
ム
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
焼
肉
を
囲
ん
で
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
品
評
会
上
位
入
賞
牛
は
次
の
通
り
で
す
。

篝蕊議;1鍔

β桑

開陽地区での品評会

●第50回俣落地区畜牛品評会

各部１等賞

lMIii4H 
稀代１１

5ｊＩ３１Ｉ１１ｌＭｈ総頭数29頭

ｲﾖﾙｉ俊一氏

出品者 賞号部 名

小１１１茂Ｉグレートヒルカーネーションベルウードパンチ

｣ｉｔ［１１漣志 IＲＣ トリプルクイーンオークスハート， 

Ｉｒ－ 
広瀬精寿イーグルヘイブンバルポア８ 

小川清信 JＣ アルベールプリン４ 

，（１１１久雄５オークリッジスハーブトウインクル

遠藤昭男 Ｓｃ ６ウオールナッツサルピーマークエルムス

藤ｌｌｌ？IＦ ＳＲＣ ７アグロピーシーパーチ

●第47回開陽地区畜牛品評会

各部１等賞

I珊催l］
群fliEii

6Ｊ１ｌｌｌｌ１Ｗｊ総頭数l6Hii

川村鹸之氏

部 出品者

凶
員

名 号

｢１１本倍：龍１ エヌツーグットセアニー

斉藤一美ロ ケーエスクレイタスジューン

ロックミラーマジェールヒッボ lZ1i:L117lｿ｝ ３ 

ビーフ･メモリーストーム 笠艸_路」 IＣ 

ハイブリッジハイレオナード ｉｌＷ橘春樹５ SＣ 

女子職員も参加した品評会(M】陽地区】

６ 

部 名号 出品者 賞

グレートヒルカーネーションベルウードパンチ 小’１１茂

トリプルクィーンオークスハート ｣L（１１１津志 JＲＣ 

イーグルヘイフ バルポァ 広瀬精ラル

アルベールプl） 小ノ１１蒲信 JＣ 

オークリッジスハーブトウインクル 桃１１１久雄

ウオールナッツサルビーマークエルムス 述藤昭ｿ） Ｓｃ 

７ アグロピーシーパーチ 藤ｌｌｌPザ SＲＣ 

部 名号 出品者
DlLI1 
』三１

エヌツーグットセアニー ['１イ堤（苫：張

２ ケーエスクレイタスジューン 汀）Ｉ 一笑

３ ロックミラーマジエールヒッポ '二)i： Ｉ１ｒＩリ」

`Ｉ ピーープメモlﾉーストーーム 笠ラ 一路 JＣ 

５ ハイブリッジハイレオナード ｉｌ１ｉ橘春樹 ＳＣ 



●第30回武佐地区畜牛品評会
各部１等賞

l)M催１１
群盃此

6)１１１１出品総頭数26頭
慨１１鴫億lllJi氏

部 名 号 出品者

鍔
貝

１９０ルーテナント 奥野一英

２ロックジェラティファクトリィ Ｔ藤攪司

３レディエレガンスルドルフスピリット ［藤’勝門

'1エクセルシアベッキー -[ｭ井上磯 IＣ IＣ 

５アイコールクリスアポロ 寺品沖 IＲＣ IＲＣ 

《
凶

●第30回俵橋地区畜牛品評会
|Ⅲ]ｌｉｉｌＩ１ 
辮在1１

6J]３１１/l},1,1,総頭数30頭

佐藤洋之氏各部１等賞

部 名 号 出品者 賞

ｌテロールマックスマリナー 佐々木昭雄

２センターリパーバースデープレゼント ''１川将

３ハッヒーランドジェーウインドマットマリー ｉＹｌｉｌ鴫僧ｈｌｌｉ

４センターリパーラッキーセレテ蝉リティ ''’１１１将ＪＣ

５アースイーストイーグルショーマー 佐々木尚祥

６ハッピーランドアルピナマックス 厩｜鴨傭ｉ(ド

７カウフレンドマンハソテン 脇’1Mケスド顕ＳＣ

●第３２回第二俣落地区畜牛品評会

各部１等賞

Ⅱ卜IIiM1］
審侮ｉｉ

{１Ｗ,総頭数22頭

充氏
Ｍ５１１ 

群原
届、

部 宅 号 出品者

砦
員

ｌティーエム’１－トントニー f;j；沢
Ｆ‐. 

LＬ 

２サニーデールリンディワフネリー ；iliII5原１１；

３ニューパースチャールズメリー iカミ科峰JＲＣ

４ティーエムホープリードオフ 爾沢文

５１１バービレッジスターレクサス 川村尊之ＪＣ

●第30回中標津地区畜牛品評会
各部１等賞

ｌＭｌｌｉ４[１ 
糯介11

6ＩＩ６ｌｌ/ＩＷＪ総頭数29頭
幟１１１‐千秋氏

部 名 出品者 賞号

久保ＭｌｌＩ エクセルシアロングフィールドリニー

２エクセルシアロジーナエコー 久保ＭＩＩ

３エイチダイスキゴメンネワタシ 久保Ｍ1１

森Ｔｂ秋ＪＲＣ４セジスミスティレクサス

５フ･リンセスマークスミラン 舵ｊｌＭｉｒＦ之］ｃ

７ 

部 名号 出品者 賞

90ルーーテナント ｣'４野一笈

２ ロックジニラティファクトリイ 1二藤暖司

３ レディエレガンスルドルフスビリッ|、 Ⅲ藤践司

４ エクセルシアベッキー ﾆﾋﾂﾞ'二上浩兵 JＣ 

５ アイコールクリスアポロ 存Ａｂ涼一 JＲＣ 

部 名号 出品者 賞

１ デコールマックスマリナー 佐々木昭雄

２ センターリパーバースデープレゼント １１１ハ’将

３ ハッヒーラン|： エーウインドマットマIﾉー 縞’鳴信隙

４ センターリバー シキーセレデリティ '１１ハｉ将 JＣ 
￣ 

【） アースイースト -グルショーマーー 佐々木尚祥

６ ハッピーランド ルピナマックス 厩’'W1$信ｉＷｉ

７ カウフレンドマンハッテン 柵’1ルスド顕 Ｓｃ 

部 名号 出品者 rｾﾆf1 
J三ｔ

ティーエム１１－トントニー };j；沢Ｊｉｉ

２ サニーーデーールＩﾉンディワフネリー IiliII5原:!：

３ ニューパースチャーールズメリー ＵＩＬ科峰 JＲＣ 

.’ ティーーエムホープＩノードオフ 崗沢文
￣ 

、 iノバー‐ビレッジスター‐レクサス ｊ１ｉ肘聴之 JＣ 

部 名号 出品者 賞

エクセルシアロングフィールドリニーー 久ｉｊｉＬＭｌｌｌ

２ エクセル アロジーナ ｺﾞニーフーー 久保｜Mjll

３ エイチダ スキゴメン ワタシ 久保ｌＭ１１

４ セジスミステイレク ス 森千秋 JＲＣ 

５ う゜リンセスマークスミラン |ｲﾐ縢洋之 jｃ 



第３０回Ｉ ホ
ル
ス美を
き
多
曽
フ
。

チャンピオン牛と共に

ン
、

久勾、

平
成
十
一
年
度
、
第
三
十
回
中
標
津
町
農
協
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
並

び
に
第
十
一
回
種
馬
共
進
会
が
六
月
十
五
日
、
ホ
ク
レ
ン
根
室
地
区
家
畜

市
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

iiil警鐘!:liiiiill:lHiiiill
－－－１ 

il1鑿liiiIli,ｌｉｉｉｉｉｉ『

:， 

馬
の見学者も熱心に観戦

上が桜多代る′｢ホ几
オなあル可ま表、の瀞ル頭、１１
ンおた奈奈た」Ｉ(1)|ｊ,ｉ１１Ｔｌｉミスの１１
に、’）ilk-f、締脇ＩＩ１ｉｌｉタ川は
佐瀞シ紀さデ役県に仁イ陳襲
々海ヨさん１－のおはンとＩ）
木のウんヘリが１１ｌい、をな空
'1Ｎ絲仁へIULイあ'１１１１『て怪アリの
雄】しイピ農協クた幸問良ピ、｜)｜｜
さ、を協畜イリ）Ｎｉい’卜ｌＩｒｌｌｌｌ
んシ添符罐｜ま氏走のルので
{１１ニえ理販ンしへ；;|zll断し，【.l『し
Ｉｊｌｉアまｉ１Ｚ元にた’１１を光まいた
のチし算諜は｡崎得なし’'１が
アヤたiｉｌＬ－、帯てどた標、
｜ン゜－，本産いでｏｉＩｋｌｒｉ

虹
の
廠
い
中
標
津
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
を
ア
ピ
ー
ル

第
釦
回
中
標
津
町
》
雇
協

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

｡Ｆ、

がそツ仁選｜に１ス

斤灘ジlfilffWH

灘ｉｎ}1雲
１－はまう陳｜シ川ア１
脈節しイのチヨＩＭＩチ
き三たアリヤ１のヤネ
ま供・ンパンマアンツ
し藩スI上１１ピド
た地トノビオサスオ
｡｜×がレンがインゴ

灘
Tｑ 

団体賞得点結果

１位第＝俣落地区

２位中標津地区

３位俵橋地区

４位武佐地区

５位俣落地区

６位開陽地区

７位当幌地区
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ｌ 

ＪＦ】
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点
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開会挨拶をする高鱈組合､長

８ 



ilIiiliiiiiil鍵：
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第二俣慧地区が優勝に輝く
！ 

｜
■
 ⑰ 

￣ 

凸

P－ 
－ 

》 』
勺

割

『Ｆ一

Ｚ び

些苫 一山＝ 

団体賞は第＝俣落地区が優勝に輝きました

鍵;ilf謬臺鑿
司弓百一Tヨト1-1￣「

蕊
有色￣

'譲
一蕊

￣ 

■■■ 
■ 

！ 

』

弩
一百》

最高位には「五月姫１号が輝きました 慎重に零査が行なわれました

氏うれ等ポ輔氏ト
ース、１ｔニーヘＫｉｎ鰯
がの今入｜部根の十
栄血イドｆＷｉＩｉ－室ｌｌ１１・
勝１１の腸ま般家品lMl
をｌｌｌｌｉ雌ので腸需数種
受号,ｌ１ｉＩｌ１ｉｉ－Ｈ係が馬
けへ位かを才腿あ共
ま所にらわク術｝）逃
しイｉは１，ｋれう生、会
た・勝一商たス所審が
.・般位後か￣壷｜ﾙ］
波馬が、らにはＩｉｉｌ
辺ｌｌＬ１決各輔よｉｌ'ドさ
博才定部五リノトれ
行クさ－部、茂三

た勢も会にルＩＬ雄腱し昨とわ
○参とに対、雌業襟たイドいオLI1ij
集よなしＩＩＬＩ￣改企○のう、（|：
しり，ノよ統几災に二形今に
、#Ⅱま，）を頭杵は倍でイi§統

鰄鱗：騨
鮒;緯＄熱
丁人、れ、の依根に’1｝だ７Jく
し達会た開発頓寵なＡｉ１ｉ共が
まがｉｉ共係青し地ｌ）’卜励行
し人は励杵状、区まも会を

第
Ⅲ
回
種
馬
共
進
会

手
塩
に
か
け
て
育
て
た
愛
馬

発
育
状
況
、
血
統
の
説
明
が
さ
れ
、

よ
り
深
い
知
識
を
得
ら
れ
た

黒
毛
和
種
共
励
会

犀５１

鰯雛第第第
ｆ１ｌｉ僧四打三打二橘一行
号部号部５部号部号部部

茶ポ（高イ１１旨パー紅一美一嫌
'１，１二１１[１１種）］般桜般花般人
仁’馬姫馬‘[lｊⅡ５笈
極一四＝二馬

lⅡ￣川／[｝才川才出才
阿【.】ロー〆に]～〆ロ昌一〆
｢1｢】「Tm「Ｗ］、｢Ｔ「１１J

･溝・臂料特満

|〕Ｉ藤波屯横
l膿１１１辺’１１ｌｌｌ
ｌｌＩ，iUlt糠災好
索一行二

識
し

￣■已

葡:；■￣ 

【7＜
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Lｌ 
Ｌ 
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第30回中標津町農協ホルスタイン共進会

ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ牛及び1箒1席入實牛

『 シニアチャンピオン第６部佐々木昭雄
アースイーストアスターネッドゴールド

ジュニアチャンピオン第４部佐々木尚洋
アースイーストイーグルショーマー

第１部富沢貢
ティーエムリートントニー

第２部久保剛
エクセルシアエミー

第３部佐々木昭雄
アースイーストジュリープリンセス

f‐、

第５部久保剛
_ＩＲＣエクゼルシアシャネル

鐺７部桜井幸一
ＳＲＣチェリーヒルチャールズドリームキャンディ

第８部川村尊之
ＢＵＣリバーピレッジジェットアライアンス

第９部遠藤昭男
ウォールナッツサルピーマークエルムス

第10部弾正原正
サニーデールスタープレリー

1０ 



芝生の造成

北根室地区農業改良普及センター

今
川
か
ら
八
川
は
、
芝
生
の
造
成
に
も

蛾
適
な
時
期
で
す
。

①
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る

現
在
の
住
宅
や
施
設
を
夢
え
、
舵
機
を

決
め
ま
し
ょ
う
。

花
壇
や
垣
根
、
樹
木
な
ど
は
、
あ
ま
り
多

い
と
芝
生
の
刈
込
み
の
邪
魔
に
な
り
ま
す
。

②
草
種
の
選
定

美
観
や
冬
枯
れ
の
関
係
か
ら
、
ケ
ン
タ

ッ
キ
ー
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
が
鹸
適
で
す
。

牧
箪
川
の
極
ｆ
で
も
卜
分
で
す
が
、
芝

生
部
川
極
も
杵
干
価
格
が
岡
め
に
な
り
ま

す
が
、
仕
ｔ
が
り
が
美
し
い
で
す
。

芝
化
川
の
混
播
征
子
セ
ッ
ト
も
、
莪
体

は
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
で
す
の

で
、
こ
れ
を
使
う
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

播
稲
並
の
Ⅱ
贋
は
、
一
ｍ
当
た
り
十
～

ｌ
汎
電
で
す
。

③
床
土
の
準
備
・
整
地

芝
化
は
、
特
に
ｋ
地
条
件
が
後
々
ま
で

彩
騨
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
上
地
診
断
を
行
な
い
、
ｆ

製
改
良
登
材
を
雄
準
般
投
入
し
ま
し
ょ
う
。

雑
糀
は
駆
除
し
て
お
き
、
石
礫
を
除
去

し
ま
す
。

雌
地
は
「
芝
生
造
成
の
几
削
を
決
定
す

､9 
床±の成形

鍵ｉｉｉ鱸！；
中央を高くする

傾斜をつける

極
〃
、
均
一
に
橘
け
る
よ
う
に
、
縦
枇

と
三
Ｎ
程
度
播
種
し
ま
し
ょ
う
。
少
し
繩

を
残
し
て
お
く
と
、
僻
き
ム
ラ
や
不
足
し

が
ち
な
柵
分
（
川
隈
な
ど
）
の
辿
播
川
に

使
え
ま
す
。

そ
の
後
、
ｋ
を
あ
ま
り
動
か
さ
な
い
よ

う
に
、
軽
く
レ
ー
キ
〈
チ
ェ
ー
ン
で
も
良

い
）
を
掛
け
覆
ｔ
し
（
○
・
几
～
二
診
狸

度
）
、
鋲
爪
し
ま
す
。

④まつ,断にしににる
播す鋲てく水も、しま行巴
種の圧傾しはな水まずなと
でが斜たけりがす、い，i「
、不をリをま溜・衣まオフ
均十つ、良すまズｌｌＩｌＩｉしれ
、Ｆ分け排〈･る込による
にだる水すよむ’１１１うほ
しととｉ飾るうと１，１.ど
ま後艮なにだ色がで
しで･いどはとむ川す
よＩＨＩでの、ｿＩｊｉら米の
うＩﾘ【し方'１１気がなで
｡がよ仁央のｌｌＩい
Ⅱ｝う｜(J］部原まよ．|典
求･かを｜人］すう．｢耐

口司

'lzK1fを」'１とちり６よ芝がげ」1ｔ/《の⑤
の色災こタエモま、仲あつ′|:’１刈ま終え｜刈草刈
'１ミ〈’f［のインアす笈びりての安込す的'711七込火込
行なで際ブジ１．しずまは密で･み゜に１１学みがみ
をらき、がンの〈ぎす、唆すの【±か礎で約

蝉騨麗蝉キ雛
乏ら度すI

鞭$鶚騏iiiIl1:黙弓w雌
沈鏑ｗｚ：鰯鱗;ｉ
溺進絃艦雛韮（,'i1ilM、Ⅱ
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…
鐵
側
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平
民
。|莇覇

ｂ
Ｊ
ｈ
 

I 

■ 

fF、

ｋ 
１ 

召

ボクのオーバーオール身響かつニいいでしよ 無
限
の
カ
ナ
ダ
に
～
フ
．

這
い
そ
う

崎
敬
地
区
横
田
千
秋
・
真
理
子
さ
ん
ご
犬
共
次
、
〃
大
蔵
く
ん
（
一
「
鱗
）

『函

今
Ⅱ
ご
紹
介
す
る
の
は
、
高
倣
地
区
・
横
川
千
秋
さ
ん
宅
の
．
｜
人
兄
弟

の
末
っ
子
、
大
蔵
く
ん
。

入
滅
く
ん
は
、
ク
リ
ク
リ
ヘ
ア
ー
に
ぱ
っ
ち
り
お
め
め
の
、
と
っ
て
も

キ
ュ
ー
ト
な
珊
の
卜
。
お
気
に
入
り
の
「
ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
」
の
ビ
デ
オ

を
兄
て
待
っ
て
て
く
れ
た
よ
。
ト
ィ
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
も
、
入
職
く

ん
が
夢
中
な
の
は
、
「
正
義
の
味
方
／
・
パ
ズ
」
な
ん
だ
っ
て
。
阿
了
を
広

げ
た
ま
ま
、
台
の
上
か
ら
飛
び
降
り
て
、
「
無
限
の
カ
ナ
ダ
に
１
」
っ
て

バ
ズ
の
も
の
ま
ね
を
披
露
し
て
く
れ
た
ん
だ
。
と
っ
て
も
し
下
で
す
ご
く

か
っ
こ
よ
か
っ
た
よ
。
人
蔵
く
ん
は
、
お
う
た
も
大
好
き
。
「
だ
ん
ご
：
｜

兄
弟
」
も
歌
え
る
ん
だ
っ
て
。
家
族
の
み
ん
な
に
も
「
お
う
た
歌
っ
て
」

と
、
お
ね
だ
り
し
ち
ゃ
う
卵
も
あ
る
く
ら
い
好
き
み
た
い
。
そ
ん
な
入
職

く
ん
は
お
外
遊
び
も
得
意
な
ん
だ
。
お
家
の
淵
リ
に
は
ブ
ラ
ン
コ
や
芝
化
の

お
庭
が
あ
る
か
ら
、
い
つ
も
尤
気
に
上
り
Ⅲ
っ
て
い
る
み
た
い
。

夕
方
に
な
っ
て
、
お
父
さ
ん
達
が
小
介
に
お
化
畷
に
行
っ
た
時
は
、
お

兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
お
留
守
番
し

て
る
時
も
あ
る
け
ど
、
と
き
ど

き
は
、
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
に
蒜

が
え
て
↑
今
に
も
行
く
ん
だ
っ

て
。
今
Ⅱ
は
、
お
父
さ
ん
に
、

乳
し
ぼ
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
ん
だ
ね
。
大
蔵
く

ん
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
だ
け
ど
怖

が
ら
な
い
で
、
で
き
た
ん
だ
よ
。

大
き
く
な
っ
た
ら
い
っ
ぱ
い
お

手
恢
い
し
て
ね
。
家
族
み
ん
な

か
ら
、
い
っ
ぱ
い
の
愛
怖
を
受

け
て
、
す
ぐ
す
ぐ
大
き
く
な
あ

れ
。

2 
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年の牧

ムフ

草！又薑は？人質がンⅡる
し、．ｺエタ、・農
まそ瀞ち１：恨瀞業

L埠繍ilMil
艦織,,『籏税
にりな牒税がの
葱、わ協務、猟
る牧れ税諜六定
’１＄Ｗ［ま対・）］基
１９１のし委辨二礎
にｊｌｔた幽及Ｉと
突や。会セ八を

－番草の収二調杳

壱万ﾖ■F甲

今
年
の
十
三
Ⅲ
場
の
一
番
草
の
平
均
収

雄
は
、
ト
ア
ー
ル
洲
り
千
八
両
八
卜
篭
（
昨

年
六
Ⅱ
｜
｜
ト
ー
Ⅱ
調
汽
で
千
八
行
三
十
一
一
一

議
）
で
、
昨
年
比
行
二
・
レ
ハ
訂
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
収
賦
諏
査
は
、
二
恭
嶬
も
行
な
い
、

根
室
播
内
の
平
均
価
に
よ
り
、
飼
料
畑
標

準
の
蝉
川
雑
雌
と
な
り
ま
す
。

（』

正

一
一
一
罫
閃
眺
鵡
岬
柵
捌

LJ 

６１２灘，１名七可○性七

洲嘉綴目鯉ゼ調Ｓ
徴(蝿|：|：里定ＭＲ力
糊Ｍ洲高瀬：肩
iili厩↓握薩ｉｉ勝子
鰯：紬愚考,攪報
きれし，#ｉましの年
いてよ気す雌１ｋ
兄絆う圧が率の
込い。の、は’１Ｊ
みⅡ後彩前Ⅱ能

うれ下九ｉ1カつ線い八で
。【てイド天がくや１］Ｉｉｉｊす
カルｉｉに気月大時」舌が１２月｡
）ｊれ比はきル１空あは
｜H］るべ数いがのり人
の１１て１１であ寒まⅢ丘
降が、Ⅲしる気す洋
水多移Ｗ］よ｝,Ｌのがｉ#ｊ
」'こい動でう込彩、気
は兄性変゜み辨後［i；
１芝込Ｉ跡わでで半に
イ'二み女（１）、尺を復
ｉｆで圧ま気気『|’わ
ですにす柵の心れ
し゜役がのぐにて
よオフ、変ず前磐

ｑ
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蔦ｆ気☆☆て－ピ

ボ順鰍TTIlj鰯}l斜i鵬》(灘ク、
鑿'キパｌＩｉｌＬ斡艀#(,駕'抗腱繩リ
試鮒),L鯉繊恕織而Ｗ＃|Ⅱ雨

識ｉ賎蝿ili繰莨
幾鯉Ⅶ,“,liR繊化
織女iiiliiiiJ:iijL'鱒力LLLｱ
Ⅷ7天．’'Mで冊で。し十卜天

＝ 

ｘ＃ＴＩ『iﾄﾞiii蕊麟雲
※ 

す報こ
のがの

でＩＷ１ＵＩ
ご繩'',，ｉｉｉＭ上Ｍ舟予統iM,報
iii'ﾈｉｆ以報の年で測''１柵料の）１１３(）外

注嬉鯉ijii］ＴＷｌ溌活
い人ホ俣台喪’|’しト
・ﾉ｣ク瀞風況標－，１．４ギ用
さしＩ１１ｉＪこ#Ｉ上’」Ｉ|，める
ズＬン報恕標にlli：
て火八九津もな
い気気Ｊ１と天く
ま１１'ｉＭｚ俣試収
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フォト･アルバム

Ｐ/，｡i′』！iみ"剛

まんＩ）人 も志牧生

k懸讐１１：職溌１Ｋ

隣il1繊鱗
:繊騨醸
しや｜、て・な
い牧ク受い馴れ塑''１

１，ｉＩｒ 
－今ゴ入ま｜膿、
Ⅱ製ルれすを爽

漆をゃ家絢,,ミハ鼻
と問ハブ膿｡深ｉｌＶ

１Ｌ１ｌＶ ｌ）’１Ｎ釣几てｌｉｌ１

バ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
釣
り
で
楽
し
』
Ｈ
を
過
ご
し
ま
し
た
。

酪
農
実
習
生
と
受
入
れ
農
家
と
の
交
流
会

計画日数を上回る
実績となりましだ。

第10回酪農ヘルパー利用組合通常総会

Ｉ 

薮wiii讓篝!i電鶏
‘へ

鑿

鑿篝11塾iｉ
～Ｎ 
ＩＰ 

－畠｡②Ｆ､’

些認

乏三量

Il1im1il1F 房。

と紙ｌＴノ《忽数ムてトリド協利
しまとⅡノＬ特に・平原一業火川筋
たたなの．別対エ成案年報会組卜
7［、Ｉ）計ｌｉノヒ;’しイ｜迦度ｉｌｆ談合’''１
１１伽１２まｌｉＩｉｌｌｌ応千ｊｍ年リ,ＩＦ並室迦’１１
会成しにの百三常唆水業びで常標
を卜た対突ｎｌｒｉ対Ｗｆ認計に１%１総津
,没イド･し紋｝二応業さｌｌｉｌ収１１１１会町
立度＝、１１卜下級れ案文さが艇
しよ，ｌｒ１１ｆの七三（';まな決れ｝［協
、り｜几１１１２計Ⅱｒｉでしど算、）」酪
傷傷｜‐へ’'１１１の１１はた提報平｜・鵬
ｿｉｉｉ病八ルに実の、｡ｌｌｌｌｌｒ成ｌｌＬ１ヘ
仁をⅡパ対繊契㈲誠、十１１ル
よ’Ｉの’し、約フ案、Ｆ年、パ
ろ的実二ＴＴ紫Ⅱ７．介成度ＩＨＬ１

〆寓

ｇ動

Ⅱ 

灘

》一一

{ME慌代」ｑｕ」11理喫皿ｎｌｌｒﾘ｛HlI組へ・利
表組什斬ｌＬⅡ１

１Ｐ１ｉ蟻j|；１１Ｆ１艀ｌｆ１いＩＰｌｉ合健投１１１］
』|ド及旦に数

Ｖ助=
Ｔｉｌ施速桜稀』'１２久ｉＷｉ藤佐上Ⅸ一
雄簗ケｌ鵬ノトｌｊｉｌ係付ブト藤村を．

１ｚ 炎し.
ｉ１Ｉｉ政鍵’1(（彫秀雅秤康近まＩｉ
ＩＩ：｜＃ｌﾘ［一夫ｌｉｔＩＩｌ１ｉｌＭリ稔犬彦）上し［｜
ヘヘヘーーーヘへへ‐一へたに

|ﾙ１’１１節供｜》］武佼’'１，１１第第｜〉し。付
陽標Ｘ瀞陽佐ｉＷｆ襟幌二二藩し
￣卜|上恨一一一一津一｜>《｜>Ｌ￣rｉ
－Ｗｆ￣落落ヒ

パ
ーゲ_

［ 

一畳一一 －－ 

ニ

ハ

１ 

君

噸
』，
dｂ 
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今月の出来事を紹介します。

わ
き
あ
い
あ
い
の
パ
ー
タ
ゴ
ル
ヱ

気パたう
で１．場六
、クPl1で,Ｊ１
ほゴⅡ、ｌＪＬ１
とルはパ［」

んフ粋１に
どを〈ク様
のすもゴ林
文るなル公
部にくう臆ｌ
ｊｉは遮をの
がぼく行（
参どもな１
１１１よないク
しいくまゴ
て天、しル

（ 

今
年
⑮
違
〕
大
勢
の
登
山
者
で
に
ぎ
わ
う
。

武
佐
岳
山
開
き
に
、
年
祁
武
佐
文
部
志
賀
章

●■二
』守
房Ｐ
色
三

二
■
Ｐ

卍
』
三

￣ 

￣ 

ナイスショット

く
れ
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
い
く
と
、
平
Ⅱ
な

の
に
た
く
さ
ん
の
人
（
老
人
）
が
い
る
の

で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
を
Ⅲ
っ
て

み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
〃
が
初
め
て
と
あ

っ
て
、
珍
プ
レ
ー
が
統
川
し
て
い
ま
し
た

が
、
だ
ん
だ
ん
コ
ツ
か
］
つ
か
み
パ
ー
テ
ィ

ー
、
パ
ー
が
で
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

益
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
焼
肉
を

し
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
表
彰
式
も
行
な

い
、
命
典
に
紫
錐
批
品
を
渡
し
ま
し
た
。

み
ん
な
と
て
も
楽
し
ん
で
い
た
の
で
、
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
や
り
た
い
で
す
。

たして逆どビ巡此
部１１ｋてもにを１，【；ＪＩＬ当俺六
、後白ら冷販ルイドで１］岳）］
のにらいた兎・部には萱｝
皆、いいしジ武ぎ、１１１＝
さ前ま疲飲、ン化わだがＩ］
んⅡしれみ無ギ支い候行、
ご、たた物il7スィfllまにな↑７
群】１．１ｲﾐでIll力でし忠わイド
労ⅡをのをンはたまれｌｌＩ１
様協暁ど儀・、。れま１１Ｍ

きをリヤジで〃多しさ
しし向うおキユ〈たれ
たてでるえソ’の･て
。〈ｌｌｉｌおたパス家い
れ復し人を。族る

汁
年
部
催
愉
文
部
森
島
靖
雄

こ、

￣、人
変
盛
り
ｆ
が
り
ま
し
た
盆

を
緋
参
し
た
狐
甥
糯
の
旗
奏
が
あ
り
．

ら換ど原術意春か長し１兄
まえで現理生牛兄別らの、I↑たグ交農

蕊雛鱗;蒲…ボ
ン会水
ドが瀧
ホ六省

縛充：議衞誕鷺酪米ＩｉｆらテＵ聯
は。分っ高で家ま農管しはルト務
騨聯Ｍｉｉｋ雑繩ｉｉｉＨ１津

軽

Ｌ意'Ｍ１の瀝・ｋ別水・さ卜と
味て見返ＩＩｊ諜

偉iii鶇ｉＭ鰡舟線６交な場、

津軽三味線で

盛り上がった
懇談会

」’

農水省事務担当者との意見交換会

ｉｉｉ年部部腱岡部達也

ヨ
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バ
ル
ク
ク
ー
ラ
Ｉ
導
入
の

意
向
調
査
と
電
気
料
金
の
節
減
。

ががにｆ)｣場の化嘔課あシわなとの灘八けに検’す散足増lJlitク
削必全き合大使ノノバへるスれどか低入ノｉでパ討の。兇し加が１組

驚鱗:1脚蕊瀞鯲蝿鰄繊緬
つつ器一乳減ニシＬて後１１Ｍで的ル功ノＪ１既Ｉと向め乳なパ生、9」
ててを１１時ととスフド、会、なクし料セにラに調近厩冷ルし大在

繊隷難;彗蝋鱗‘状，i亙容,M］の酷にしるのの気がン例ン’１１１轡゜しルがな’ｌｌｌ化い
手織鱗縣鵬灘鋼蒙燃鯛ﾄﾞｨﾈ
・令約めがの料唯,ミ農のｉｉｉ忠１，こトを十だ〕１１をラまが不の故ク

そ
こ
で
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
冷
却
は
、

夜
間
に
割
安
な
遮
気
で
氷
を
作
っ
て
お
き
、

搾
乳
時
に
そ
の
水
で
冷
や
す
こ
と
で
、
搾

乳
時
に
ク
ー
ラ
ー
は
帥
か
な
い
の
で
通
気

辿
岻
が
不
典
と
な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
例

く
時
間
を
ず
ら
し
た
わ
け
で
す
。
こ
の
ず

ら
せ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
㈲
屯

気
料
金
が
安
く
な
る
。
祷
氷
式
の
パ
ル
ク

表１ＪＡ中標津管内のパワーセーブキューピクル導入による節減効果
ぴべ

｣ﾆﾘﾄﾞiiiiI1ililli 
（['１/Kwh） 

]:'１F後jlillUl
(111／Ｋｗｈ） 

節減率
（％） 

1:痩 牧場f〈 契約Ⅱrﾉ」

Ｈ７１Ａ牧場16ＫＷ ２９．８ 30分ｆＬ８ 

ＩＩ７１Ｂ牧場ｌ６ＫＩｖ３１.‘Ｉ 54段Ｍ５ 

ＩＩ７１Ｃ牧場２７ＫＷ 24.Ｆ ４２％ ﾙＬ５ 

ＩＩ７１Ｄ牧場１６ＫＷ ３３．８ 53％ 1５．８ 

IＩ７Ｅ牧場１６ＫＷ３２.］ 54鰯胆Ⅸ

１１７１Ｆ牧場１６ＫＷ２５．７ 15.1 11％ 

ＩＩ７１Ｇ牧場１６ＫＷ27.1 47％ 1４．４ 

1１８１１牧場２７ＫＷ ２５．４ １８」 29姥

１１９１１牧場２６ＫＷ ２９.］ 49％ 1４７ 

計装たンツかま全で夜めダダ｜
ﾉしいヨリるりをけ椛もでク

璽鋼;織踊噸
つう・める、にて、だ質卿入は

i1iliif鍬;灘'''１
驚難鮒鰄
墜難:鰄梛

１１９１Ｊ牧場２８ＫＷ ２０．７ 18％ 1６．８ 

ＩＩｇｌＫ牧場２３ＫＷ ２５ｍ 28％ １８」

Ｈ９１Ｌ牧場ｌ２５Ｋｗｌ２５．６ 27％ 18.F 

１１９１Ｍ牧場ｌ３０Ｋｗｌ２Ｌ２ １７］ 1992 
(「亀

ＩＩ９１Ｎ牧場ｌ２３Ｋｗｌ２４.Ｃ 1７．６１２６％ 

１１９１０牧場ｌ２４Ｋｗｌ２５．３ １９.Ｃ 25％ 

ｌＩ９１Ｐ牧場ｌ３２Ｋｗｌ２３．２ 14.9 36％ 

ＩＩＩＯｌＱ牧場ｌ２５Ｋｗｌ２７．５ １３」 53％ 

ＨｌＯＲ牧場 241 

平均 39％ 2６．４ １６.[0 

可

「

L＿ しなやれ爽一'．上八」ものの１}
たど技な斜二商１１九生光111ｊ六
°を術いを入校ま人徒ＩＭＩ、月
ロの自通・のでくこを平八
的鍵立し久生の六一１－切成１１
と成心て－Ｆ徒十川人つ１￣か
し、の学六二１１二へて￣ら
て鵬養校人｜‐ＩＩｌｌトリ）ＩＩ１ｉｌ二十

鰄此鴬両ﾉﾋ兵(舜鰡lfo
にｉｉＴｉ腱で核へIiifか￣農委ま
人の業は生リ）ｌｌｌＬら人業'花で
リ１Ｗ経得徒子立じ・高実の
ま得営らが二水）］女佼需十

Ⅱ 

実習生が

元気に
受け入れ先へ

r、Ｚｂｄ

灘 鍵：
■ 

コチ0Ｆ
■￣ 

iiiF． 

凸一
（ 皇

」。）

．，,（ 
ノ
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●中標津農業高校

●兵庫県立氷上高校

Ｂ
 

烏上計.蕊鰯ii霊蕊蕊霊Ni麺薗i溺鰯0９

1６ 

ｨ|:度 牧場f； 契約1ﾋﾞﾉ」
｣二11;iiliI1ililli
(1ﾘ/Kwh） 

］:１１１:後jlillUi
(''1/1(wh） 

節減率
(％） 

1１ Ａ牧｣ｾル 16ＫＷ 2９．８ 1Ｊ､８ 30％ 

1１７ Ｂ牧場 l６ＫＩｖ ３１.rｌ 1４．５ 54％ 

IＩ７ Ｃ牧｣鋤 ２７ＫＷ 24.9 14.５ ↓2％ 

IＩ７ Ｄ牧場 16ＫＷ 33.8 1５．８ 53％ 

IＩ７ Ｅ牧場 161<ｗ 32.］ 1４．６ 54％ 

1１７ Ｆ牧場 l(jＫｗ 25.7 １５．１ 11％ 

1１７ Ｇ牧場 161（ｗ 27.1 1４．４ 17％ 

IＩＢ Ｈ牧場 271〈ｗ 25.91 18.1 29％ 

IＩ９ I牧場 26ＫＷ 29.1 14.7 49％ 

1１９ J牧場 28ＫＷ 20.7 16.8 1８ 

IＩ９ Ｋ牧場 23ＫＷ 25.0 1８．１ 28％ 

Ｈ９ Ｌ牧場 25］ Ｗ 25.6 1８．８ 27％ 

1１９ Ｍ牧場 30］ １Ｖ 2Ｌ２ 1７．１ １９％ 

IＩ９ Ｎ牧場 23］ Ｗ 24.0 17.6 26％ 

1１９ Ｏ牧｣iル 24］ Ｗ 25.3 19.0 25％ 

１１９ Ｐ牧場 32］ Ｗ 23.2 1４．９ 36％ 

1１１０ Ｑ牧場 25ＫＷ 27.5 1３．１ 53％ 

111(） Ｒ牧場 2`Ｌ１ 

平均 26.4 16.0 39％ 



表 楽しみながら学び､活動した女性部です。

今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
そ
る
ア
ユ

女
性
部
フ
ラ
ワ
ー
パ
ネ
ル
設
置

鮭洲懲恥

:窒懸Ｌ
、。るでを｡行上
所旭イ六視旭な，，
狭川べ年察川わに
し公ン穏・でれ，,ｉ
と場トｉｉｉｉ化｜)Ｍ、例
佗はとかフ催二の
がＴＩｊしらエさ，、次
姉’ノリて開スれ［J[１，V,ョ
らの親催タた人部

（ 

花
い
っ
ぱ
い
の
旅
満
喫
。

今
年
も
農
協
蛎
務
所
伽
に
Ｊ
Ａ
マ
ー
ク
を
型
ど
っ
た
、
フ
ラ
ワ
ー

パ
ネ
ル
を
設
綴
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
ピ
ン
ク
の
ベ
コ
ニ
ア
｜
仏

で
飾
ら
れ
、
と
て
も
綺
腿
に
咲
き
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
蛎
務
所
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
二
種
類
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

を
航
え
、
オ
ン
コ
の
木
の
緋
を
』
解
、
引
き
立
て
て
い
ま
す
。

今
回
の
佗
壊
整
備
は
、
女
性
部
役
、
数
人
が
、
体
Ⅱ
に
整
備
し
て

ト
さ
い
ま
し
た
。
ご
協
刀
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二んな花の組合囑わせもいいね桑一
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彰一術鑪学､:２〃験旭飛参舷過イピ嵐気すしつ外の鮪川

撚i灘Ｉ！

女
性
部
宿
泊
研
修
旅
行

と可

みなさんありがとうございました 花よりもきれいに写してよ－

つタ１１六入ＶＴＩ來二［L１り｜リ、ｌｉ状
て｜立な而化五三（（ｉ(IIJ)憎ま￣’）況乎
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こだわりの
お豆腐屋きんを
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 ［jIL1三二一へ五１１Ｈ＝二一へＩ)Ｍ１Ⅱ]

い、、い、の、報、、、、対、決１１臘催
てで各て家勝平告各乳'１言農策平議場「］
ん極滞帯成事極ＩＩｒ乳躍Hf成事所111ｉ
粉ノIＥ伝取十項交向イIzIM（の｜－項
ｉ：乳染扱ゴ'二、／命上IMiン魁侠イ１２，／ＩｌＴＴ
場奨hji爽度の変数諜途度標成
１１｝励〃:紙根借季対JlIにｌｆｉｌｋｌ・
編金肋と宝人対策1繍つ１９］１１１「－
雛に会収ミＩｉＩ策にりい．'上農年
Ｍｉつ加支１込ＹｌＦつ’て海協/《
のい入にトみ業いス道中Ⅱ
経て状つセに（こてに酪会人
過汎いンつつつ農識１１
ににてタいいし、強室
つつＩててて化

第
三
回
理
事
会
の
経
過

６月の組合目誌

１日第１回企画会議

２日地区別懇談会(第二俣落・

西竹､武佐､中標津､当幌）
７日地区別懇談会（俵橋、

開陽、俣落）
会計検査

８日第３回理事会
第１回役員協議会

10日第５２回通常総会
11日第４回理事会

15日農協総合共進会

16日第４回青年部役員会
17日第２回酪農へルハー利用

組合役員会
21日第１回管理購買委員会

22日第１回生産委員会

第２回伯爵まつり実行委
員会

24日第１回営農委員会

第３回青年部調査、広報
委員会

25日第５回理事会

第２回熟年会役員会

}九八七/《五１１リニーーへ｜＃］｜)Ｍ
い、会、文、改、分、役、進、い、、、決催催
て信人代給辿正役に平典関ｉ１冒部て部協リ代議場１１

１瀦蝋
,二の金一の雰ｊｌｆ權目驚而
つ立の部配￥のって

〔

第
四
回
理
事
会
の
経
過

●｡●●●●●⑤●●●●●●●●●｡■●●●●●●●●凸□●●●Ｏ●ｂ■｡●●●●●●ロ●の●●■●●■①ロ‐■

二忠のでま習党業宅に１１ｔ受’）い合で

捌議|ルビ將繊ｕそ鰍１ｔはぎ灘４
回擁い農こたはがのをな論け、私た典、兀

灘蝋鑿;瀞｛
蕊熱灘蛎
瞥，鶴1t畷鮴餓灘蕊苓鰡

農業はひとつ
という感'慨を
得ました。

岸西

酪農実習を経験して

営農部経営相談課

）可西陽平

リ
約
二
時
間
で
終
ｒ
し
、
夕
〃
は
流
時
形

頃
か
ら
始
ま
り
八
時
価
に
は
終
ｒ
し
ま
し

た
。
成
作
舎
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
で
縫
朧

小
を
昨
機
篭
に
追
い
込
む
だ
け
な
の
で
作

業
が
し
や
す
く
、
経
雄
牛
汀
奴
規
模
の
搾

乳
に
は
と
て
も
労
働
効
率
の
良
い
施
設
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
搾
乳
作
業
の
〈
、
間
に
は

倉
噸
尾
根
の
ペ
ン
キ
捻
り
や
育
成
介
の
締

除
、
牧
柵
修
理
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

二
．
両
に
酪
農
と
は
・
㎡
っ
て
も
、
内
地
で
の

農
家
と
変
わ
り
な
く
多
稲
多
様
な
作
業
を

そ
っ
な
く
こ
な
し
て
い
る
姿
に
、
農
業
は

ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
感
慨
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
経
街
で
は
隠
れ
て
い
る
非

撒
に
爪
饗
な
妥
索
と
し
て
、
奥
さ
ん
の
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
作
業
能
力
の
満
さ
が
あ

げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
松
川
さ
ん
宅
で

は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
・
ミ
ル
キ
ン
グ

パ
ー
ラ
ー
搾
乳
掌
の
計
阿
で
奥
さ
ん
の
意

几
が
随
所
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
、

気
持
ち
の
い
い
作
業
場
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
奥
さ
ん
の
愈
兄
を
採
り

入
れ
た
総
溌
轆
の
寛
蓉
力
や
、
家
庭
で
の

雰
川
気
も
と
て
も
嘔
奨
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

近
火
の
広
大
な
平
野
で
牛
迷
が
モ
グ
モ

グ
食
べ
、
農
家
が
も
く
も
く
働
き
、
柵
避

講
が
ご
く
ご
く
飲
・
む
。
こ
の
爪
奨
な
一
巡

の
繋
が
り
を
総
済
効
率
と
い
う
名
の
卜
仁
、

安
易
な
輸
入
で
断
ち
切
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
改
め
て
思
い
旗
し
た
一
週
間
で
あ

り
ま
し
た
（
で
き
れ
ば
も
う
少
し
時
間
が

ほ
し
か
っ
た
）
。

雌
後
に
、
今
川
の
愛
人
光
と
な
っ
た
松

川
占
服
夫
変
に
大
変
お
阯
祇
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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懐しき古髻一枚の孚真

１
』

一
患
コ
ニ
・
§

牧草集草機（レーキ）

当時としては大変便利なものでした。

昭和44年～45年頃

写其提供房川喜延氏｢.、

ｏ
撫
軸
、
各
誌
騨
耳
蝉
鮮
講
回
簡
中
◎
蜜
鵬
、
棚
鰍
挿
画
鶏
箇
謙
同
議
論
、
博
山
目
ｍ

ｏ
刈
雫
Ａ
ｙ
・
習
望
、
升
助
Ⅷ
ど
”
Ａ
Ｙ

､」
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